
下
町
の
夏
祭
り 

 

長
谷
川 

修 

 

新
緑
が
鮮
や
か
季
節
に
な
る
と
、
江
戸
下
町
の
夏
祭
り
を
思
い
出
す
。
台
東
区
の
各
神
社
の
例
大

祭
は
、
五
月
の
大
型
連
休
が
明
け
る
と
順
番
に
執
り
行
わ
れ
る
。
九
日
前
後
の
稲
荷
町
の
下
谷
神
社

を
ス
タ
ー
ト
に
、
二
十
日
前
後
の
三
社
神
社
（
浅
草
神
社
）、
六
月
の
一
二
日
前
後
の
蔵
前
の
鳥
越
神

社
と
続
き
、
ほ
ぼ
一
ケ
月
半
の
週
末
三
日
は
ど
こ
か
こ
こ
か
で
祭
り
が
あ
る
。
例
大
祭
は
、
金
曜
に

神
事
、
土
曜
に
は
各
町
内
神
輿
が
神
社
に
集
合
し
お
祓
い
を
受
け
、
日
曜
に
は
本
社
神
輿
の
早
朝
の

「
宮
出
し
」
か
ら
日
中
の
町
内
巡
行
、
日
没
後
の
「
宮
入
り
」
ま
で
が
基
本
形
だ
。
た
だ
、
本
社
神

輿
の
渡
御
は
、
下
谷
神
社
で
は
二
年
に
一
回
、
上
野
の
五
条
天
神
で
は
三
年
に
一
回
の
本
祭
り
に
限

ら
れ
る
。 

何
と
い
っ
て
も
賑
わ
う
の
は
、
浅
草
の
三
社
祭
り
だ
。
毎
年
の
見
物
客
は
、
三
日
間
で
二
百
万
人

に
及
ぶ
。
三
社
の
由
来
は
、
祭
神
が
三
人
い
る
こ
と
で
、
本
社
神
輿
も
三
基
あ
り
氏
子
町
四
四
町
を

分
担
し
て
巡
行
す
る
。
特
に
「
宮
出
し
」
は
見
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
数
万
人
の
見
物
客
は
前
夜
か

ら
の
徹
夜
組
で
あ
ろ
う
か
。 

三
社
祭
り
の
担
ぎ
手
は
問
題
だ
。
刺
青
の
露
出
と
神
輿
に
乗
る
こ
と
は
禁
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

全
く
守
ら
れ
て
い
な
い
。
刺
青
自
慢
の
そ
の
筋
ら
し
い
人
物
が
闊
歩
し
て
お
り
、
毎
年
の
よ
う
に
喧

嘩
や
怪
我
人
が
で
る
。 

こ
れ
に
比
べ
る
と
、
鳥
越
神
社
は
浅
草
の
隣
町
な
が
ら
素
朴
な
も
の
だ
。
本
社
神
輿
は
都
内
随
一

の
重
さ
で
千
貫
神
輿
と
呼
ば
れ
、
担
ぎ
手
は
百
五
十
人
を
超
え
る
。
揉
め
事
と
い
え
ば
、
引
継
ぎ
時

間
の
超
過
や
担
ぎ
棒
の
位
置
採
り
が
主
で
、
男
子
高
校
生
の
棒
倒
し
ゲ
ー
ム
の
よ
う
だ
。
ま
た
、「
宮

入
り
」
は
「
鳥
越
の
夜
祭
り
」
と
し
て
名
物
だ
。
暮
れ
か
か
っ
た
頃
、
黒
紋
付
袴
に
白
足
袋
の
氏
子

町
役
員
が
、
各
々
町
名
の
入
っ
た
高
張
提
灯
を
掲
げ
て
先
導
し
、
千
貫
神
輿
に
付
け
た
四
十
張
の
弓

張
提
灯
の
揺
れ
る
姿
は
幻
想
的
だ
。 

 

こ
こ
二
年
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
三
社
祭
り
の
神
輿
担
ぎ
は
中
止
だ
っ
た
。
今
年
は
、「
宮
出
し
」
と

「
宮
入
り
」
だ
け
は
神
輿
を
担
ぎ
、
町
内
巡
行
は
、
神
輿
三
基
を
台
車
に
乗
せ
て
連
な
っ
て
回
る
よ

う
だ
。
ど
こ
ま
で
盛
り
上
が
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
大
勢
の
人
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
散
さ
せ
る
、
あ

の
夏
祭
り
の
熱
気
が
懐
か
し
い
。 


